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携
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５
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携
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ウ
ム

　

九
月
九
日
（
土
）、
新
島
学
園
短

期
大
学
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）
を
会
場

に
、
共
同
求
人
委
員
会
設
営
に
よ
る

「
第
五
回
社
会
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
。
学
校
側
か
ら
は
県
内
各
地

の
高
校
教
諭
や
大
学
・
短
大
関
係
者
、

学
生
な
ど
、
企
業
側
か
ら
は
経
営

者
・
幹
部
社
員
な
ど
、
総
勢
約
五
〇

名
が
参
加
し
、

「
学
校
・
仕
事
・

地
域
社
会
を
つ

な
ぐ
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
率
直
に
意

見
を
交
わ
し
ま

し
た
。
同
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、

二
〇
一
九
年
の

第
一
回
か
ら
毎

年
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

関
口
実
行
委

員
長
の
開
会
挨

拶
・
趣
旨
説
明

に
続
き
、
同
友

会
の
全
国
行
事

等
で
も
多
数
ご

協
力
い
た
だ
い

て
い
る
花
園
大

学
社
会
福
祉
学
部
・
教
授
、
植
田
健

男
氏
を
迎
え
、「
生
き
る
こ
と
、
働

く
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
」
と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

植
田
氏
は
、
同
友
会
の
〝
共
育
〟

か
ら
得
た
教
訓
や
経
営
者
の
率
直
な

社
員
教
育
の
悩
み
、
今
日
の
学
校
・

教
育
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
な
ど
を

踏
ま
え
、「
教
育
と
は
何
か
を
改
め

て
問
い
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
参
加
者
に
示
唆
。

ま
た
、〝
学
ぶ
こ
と
〟
と
〝
生
き
る

こ
と
・
働
く
こ
と
〟
の
繋
が
り
が
希

薄
な
学
校
教
育
の
仕
組
み
、
夜
間
中

学
校
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
学
校
」

の
印
象
的
な
シ
ー
ン
、
自
身
が
出

会
っ
た
学
生
の
真
実
の
声
な
ど
を
紹

介
し
た
上
で
「
企
業
と
学
校
で
、
ど

の
よ
う
な
連
携
が
可
能
か
を
描
き
、

そ
れ
ぞ
れ
が
成
果
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
お
互
い
の
持
ち
場
で
任
務
を
全

う
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
語
り
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
植
田
氏
の
講
演
前
後
に

各
自
記
入
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
も

と
に
意
見
交
換
（
グ
ル
ー
プ
討
論
）

を
実
施
。「
一
生
学
び
続
け
る
大
切

さ
。
教
育
は
学
校
の
専
有
物
で
は
な

い
」「
社
員
に
学
校
と
関
わ
る
意
味

を
伝
え
、
理
解
を
広
げ
る
よ
う
努
め

る
」「
目
指
す
方
向
性
は
共
有
で
き

て
い
る
が
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
こ

と
が
今
後
の
課
題
」「
所
属
を
問
わ

ず
話
せ
る
仲
間
を
つ
く
り
、
日
本
の

教
育
を
変
え
て
い
き
た
い
」
な
ど
、

率
直
な
感
想
や
取
り
組
み
た
い
こ
と

を
中
心
に
各
テ
ー
ブ
ル
で
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
同
求
人
委
員
会
で
は
、
今
後
も

様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
教
育
機
関
と

の
協
力
体
制
を
築
き
、
地
域
社
会
が

連
携
し
て
若
者
を
育
て
る
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！
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アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

日
本
の
夏
、同
友
会
の
夏

日
本
の
夏
、同
友
会
の
夏

各
支
部
で
納
涼
例
会

各
支
部
で
納
涼
例
会

課題や悩みを
　　　　  スッキリ整理

前橋支部８月例会

　

前
橋
支
部
で
は
、
八
月
二
十
三
日

（
水
）、
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
前

橋
を
会
場
に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。N

ʼs Peducation

・
高
屋
敷

奈
央
氏
が
講
師
を
務
め
る
人
材
育
成

シ
リ
ー
ズ
例
会
と
し
て
「
組
織
づ
く

り
」、「
面
談
ス
キ
ル
」
に
続
く
三
回

目
と
な
る
今
回
は
「
自
分
の
課
題
や

悩
み
を
ス
ッ
キ
リ
整
理
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
～
自
分
自
身
の
メ
ン
タ
ル
の

土
台
づ
く
り
（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
入
門
）」
と

題
し
て
、
自
分
自
身
に
フ
ォ
ー
カ
ス

を
当
て
る
内
容
で
進
行
し
ま
し
た
。

　

二
人
一
組
の
ペ
ア
に
な
り
、
五
つ

の
ス
テ
ッ
プ
で
現
状
の
課
題
や
悩
み

を
客
観
的
に
見
つ
め
、
新
た
な
選
択

肢
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
に
、
聞
き

手
と
話
し
手
を
入
れ
替
え
な
が
ら

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
順
番
に

沿
っ
て
決
め
ら
れ
た
質
問
を
相
手
に

投
げ
か
け
、
回
答
を
記
録
し
て
い
く

中
で
、
現
状
の
課
題
や
そ
の
隠
れ
た

原
因
、
ま
た
克
服
し
た
際
の
未
来
な

ど
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
自
分

の
頭
の
中
を
言
葉
に
し
て
整
理
す
る

こ
と
が
で
き
、
明
る
い
未
来
ま
で
見

え
て
き
て
元
気
に
な
っ
た
」「
今
回

の
ワ
ー
ク
は
仕
事
の
ス
ト
ー
リ
ー
組

み
立
て
に
も
生
か
せ
そ
う
で
、
参
加

し
て
良
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

八
月
は
各
支
部
で
「
納
涼
例
会
」
を
開
催
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
行
動
制
限
解
除
後
、
初
め
て
の
夏
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
会
員
同
士
の
親
睦
や
絆

を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
ま
す
ま
す
支
部

活
動
の
充
実
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
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軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。

【コーヒーに障害者アート】
� ㈱大和屋
　障害者の芸術活動を支援するNPO法人工房あかね（高
崎市）の通所施設「アトリエ　アート・オン」と、コー
ヒー製造販売の㈱大和屋（取締役会長・平湯正信氏／高
崎支部所属）のコラボ商品が26日から、県庁32階のカフェ

「YAMATOYA COFFEE32」で期間限定で販売される。
オリジナルのブレンドコーヒーを、障害のある９人の作
品がデザインされたカバー「コーヒースリーブ」と提供
する。
　オリジナルコーヒー「こ・ふぁんブレンド」は、同社
の平湯聡社長が作品の個性や感性を落とし込んで作った
といい、爽やかな酸味で味わい深い。カフェには、スリー
ブに採用した原画などの絵画を展示する。
　平湯社長は利用者の作品について「自分の想像の域を
超えた大胆な色づかいやタッチが魅力」と話し、同法人
小柏桂子代表は「社会に評価され、作品が形を変えて多
くの人に見てもらえることはアーティストにとって励み
になる」と感謝する。
　「こ・ふぁんブレンド」はレギュラーサイズ１杯500円。
金額の１割は利用者に還元される。
� ［８／ 25付上毛］

【私募債寄付】
� ㈲企業ユニフォームアカデミー
　㈲企業ユニフォームアカデミー（代表取締役社長・藤
井雅巳氏／太田支部所属）。桐生信用金庫の「きりしん
SDGs私募債『ちいきのミライ』」で三晃福祉会にせっけ
ん液など日用品（６万円相当）。� ［８／ 30付上毛］

【農福連携の栽培施設　埼玉で開所】
� NPO法人ソーシャルハウス
　NPO法人ソーシャルハウス（施設長・新井紳介氏／
高崎支部所属）は、埼玉県本庄市今井に農福連携施設

「ソーシャルハウス本庄」を開所した。高崎市、藤岡市
に次ぐ３カ所目。施設内でリボンレタスを水耕栽培し、
月産３千株を出荷している。
　同法人は、埼玉県立本庄特別支援学校のPTA役員と
の交流で、本庄児玉地域に障害者の就労支援施設が足り
ていない現状を受けて４月に開所した。
　同法人は、機械制御装置を手がける㈱成電工業（代表
取締役・瀧澤啓氏／高崎支部所属）の関連団体。高崎市、
藤岡市の両施設では障害者がリボンレタスのほか、フリ
ルレタス、グリーンリーフを育てている。３カ所の生産
能力は月産１万８千株に上る。
� ［８／ 31付上毛］

【愛犬同伴のホテル開業】
� ㈱ホテル松本楼
　伊香保温泉のホテル、松本楼（㈱ホテル松本楼、代表
取締役社長・松本光男氏／沼田支部所属）は、同施設の
近くに、全室で愛犬を同伴して宿泊できるホテル「Doggy

（ドギー）スイートペロ」を開業した。飼い主と愛犬の
双方がくつろげるよう、食事やアメニティーに配慮した。
廃業した旅館を全面改修し、ペット同伴が可能な専用施
設は伊香保温泉で初めてという。
　部屋数は全６室で、いずれも露天風呂が付く。各室に
犬用ゲージや消臭剤、トイレシーツなどを用意し、持ち
込まなくても済むようにした。露天風呂に犬用のバスタ
ブを置く。屋根付きのドッグランもある。
　夕食は各室に運ばれ、愛犬と一緒に楽しめる。犬の
緊張を和らげるため、料理は前菜からメインを一度に出
すなどして、スタッフの出入りを最小限にとどめる。朝
食は１階に部屋と同数設けられたブースで提供。アレル
ギー対応の食事を３種選べる。このブースは到着直後か
ら、滞在中の専用ブースとしても利用できる。
� ［９／７付上毛］

【準グランプリを報告】
� ㈱北毛久呂保
　利根沼田地域特産のこんにゃくと米粉を使って地元企
業２社が共同開発した加工食品「大地と水の和菓子　は
あて」が、８月下旬にシンガポールで開かれた「にっぽ
んの宝物世界大会」の日本・最新スイーツ部門で準グラ
ンプリに輝いた。開発した㈱北毛久呂保の兵藤武志社長

（沼田支部所属）と狩野正充工場長、雪ほたか（川場村）
の小林政幸社長と星野孝之専務が14日、沼田市役所を訪
れ、星野稔市長に成果を報告し、高評価を受けた商品の
ブランド戦略を語った。
　こんにゃくとコメの国内消費が減る中、海外に目を向
け、健康的な和のスイーツとして商品開発したことを世
界大会でアピールした。狩野工場長は「現地で試食した
人から商談が入ったのが本当にうれしかった。大会を通
じていろいろな人たちとつながれ、本当の宝物になった」
と述べた。� ［９／ 15付上毛］

【社名変更】
　㈱メディカルバイオサイエンス、代表取締役・大澤聡
氏（太田支部所属）は、この度、「㈱つむぐメディカル」
に社名変更しました。

【社名変更】
　㈱松村機械製作所、代表取締役・古川仁章氏（太田支
部所属）は、この度、「㈱MATSUMURA」に社名変更
しました。
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日
時　

九
月
五
日
（
火
）

※�

今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
田
村
、
町
田
、
阿

久
戸
、吉
池
、理
事
／
小
板
橋
、山
﨑
、

提
箸
、本
多
、小
林
、佐
藤
、高
屋
敷
、

渡
辺
、
小
池
、
鈴
木
、
周
藤
、
神
保
、

池
沢
、
佐
藤
、
茂
原
、
阿
久
戸
、
中

西
、
関
口
、
石
原
、
事
務
局
／
竹
内

（
役
員
計
二
十
三
名
）

【
議　

事
】

　

富
岡
安
中
支
部
長
の
佐
藤
氏
が
議

長
を
つ
と
め
、
田
村
代
表
理
事
挨
拶

の
も
と
、
第
五
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

の
推
進
と
価
格
転
嫁
を
促
す
群
馬
共

同
宣
言　

宣
言
式

第５回

　

八
月
四
日
、
群
馬
県
庁
三
十
二
階

で
開
催
さ
れ
た
宣
言
式
へ
の
出
席
報
告

が
町
田
代
表
理
事
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

３
．
そ
の
他

　

田
村
代
表
理
事
よ
り
、
各
専
門
委

員
会
・
部
会
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
、

収
支
の
透
明
性
を
図
り
、
明
確
化
さ
せ

て
い
く
と
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
黒
岩
事
務
局
長
の
今
後
の
処
遇

に
つ
い
て

　

総
務
会
よ
り
、
病
気
療
養
中
の
黒

岩
事
務
局
長
の
定
年
時
期
と
退
職

金
、
傷
病
手
当
終
了
後
の
給
与
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
、
こ
れ
を
承
認
し

ま
し
た
。

２
．
二
〇
二
三
経
営
研
究
集
会
に
つ

い
て

　

研
究
集
会
実
行
委
員
会
よ
り
、
案

内
チ
ラ
シ
（
案
）
と
各
支
部
の
参
加

動
員
目
標
、
グ
ル
ー
プ
長
事
前
会
議

の
開
催
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
こ

れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

３
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
退
会
者
は

な
く
、
会
員
数
は
変
わ
ら
ず
五
四
〇

名
と
な
り
ま
し
た
。

４
．
ｅ
．
ｄ
ｏ
ｙ
ｕ
の
活
用
に
つ
い

て
　

総
務
会
よ
り
、
ｅ
．
ｄ
ｏ
ｙ
ｕ
の

活
用
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
理
事

会
と
一
部
委
員
会
か
ら
試
験
的
に
導

入
し
て
い
く
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

５
．
理
事
会
当
日
の
流
れ
に
つ
い
て

　

総
務
会
よ
り
、
理
事
会
当
日
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
が
提
案
さ

れ
、
こ
れ
を
承
認
。
次
回
理
事
会
か

ら
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

町
田
代
表
理
事
よ
り
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
の
推
進
と
価

格
転
嫁
を
促
す
群
馬
共
同
宣
言
を
受

け
て
「
各
企
業
の
価
格
戦
略
」
に
つ

い
て
問
題
提
起
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
価
格
転
嫁
状
況
や
取
り
組
み
事
例

な
ど
を
交
流
し
ま
し
た
。

２
．
第
六
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
変
更
に

な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
は
総

務
会
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

■
日
時
／
十
月
三
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社


